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第３期取組方針の策定に向けた検討の流れ

• 令和７年度は第3期取組方針の策定に向けて勉強会1回（10月）および幹事会2回（１２月、2月）を通じて以下の流れで検討を実施した。
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①第2期の進捗状況の整理

②課題の抽出

さらなる質的向上を図る取組

減災に係る取組方針（第3期）（素案）の作成

進捗管理表に基づく
第2期進捗状況の整理

災害教訓 政策動向 技術動向

取組の質的評価に基づく
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④各種計画との整合③近年の動向等の整理
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江の川上流の特徴である急激な水位上昇・深い浸水エリアから地域住民の生命を守るため、「逃げ遅れゼロ」を目指す
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取組内容の検討

事務局 関係機関

住民水防災意識調査
に基づく課題（R5年度整理）

取組推進方法の検討

重点的に実施すべき取組
効果的な取組の

実施手法

進捗を図る取組

優先順位付けによるメリハリをつけた5か年実施計画

勉強会（10月）

幹事会（12月）

幹事会（2月）
減災に係る取組方針（第3期）（案）の作成



第３期減災に係る取組方針の改定概要
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項目 改定概要

１．はじめに • 時点更新

２．本協議会の構成員 • 更新無し

３．江の川上流域の概要と主な課題 • 時点更新

４．現状の取組状況 • 時点更新

５．減災のための目標 • 更新無し

６．概ね５年（令和１２年度まで）で実施する取組 • 各機関からの意見を踏まえ更新

７．取組みにあたっての配慮事項 • 時点更新

８．フォローアップ • 協議会開催時期の記載を「毎年年度末」から「毎年出水期前」に修正

９．その他 • 流域水害対策協議会について追記

• 取組方針の改定概要を以下に示す。
• 取組方針（改定案）は参考資料として配布。



第２期の課題を踏まえた各機関における新規取組内容
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対象機関 取組項目名

・三次市
・安芸高田市
・気象台 ・中国地整

• 住民一人一人の避難計画（マイ・タイムライン）の普及

・三次市
・安芸高田市

• 地域と連携した避難所の拡充

・三次市
・安芸高田市

• 各地域における避難の呼びかけ体制の構築

■各機関における新規取組内容

課題

重点
取組

• 全体の傾向として、避難のきっかけを検討してい
る人が少ない。

水防災意識調査による課題 質的評価による進捗評価

次期取組方針では、防災教育等による住民の適切な避難行動の促進を重点テーマとして
取り組むことが考えられる。

• 地域の防災リスクを意識した住民参加型防災教育
の充実度が比較的低い

• 第３期の取組へと繋げるため、R5年度に実施した住民水防災意識調査を踏まえた課題を整理した。
※R5年度住民水防災意識調査…江の川上流域の住民の水防災意識を把握し、減災対策の効果的な推進に活用することを目的として、令和5年8月上旬～10月

下旬にWEBアンケートを実施。回答数は355名（三次市298名、安芸高田市57名）。

• 上記の結果及び質的評価の結果を踏まえ、第２期の課題を整理した。

勉強会において、内閣府の「住民の適切な避難行動の促進に向けた好事例集（令和5年6月）」を
共有し、各機関において新規取組内容を検討

赤文字：新規・拡充箇所



近年の動向等を踏まえた各機関における新規取組内容
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機関名 取組項目名

・三次市 ・安芸高田市
・気象台 ・中国地整

• タイムラインや避難訓練と連携した水防訓練の実施

・協議会全体 • 小中学校などと連携した江の川上流の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充及び教材の作成

■各機関における新規取組内容

• 近年発生した災害や技術動向等を踏まえ、新たに取組方針に追加する取組を各機関において検討した。

勉強会において、近年の災害を踏まえた取組や技術動向を共有

出典：第5回 災害に強い首都「東京」の形成に向けた連絡会議
配付資料/国土交通省HP

出典：岡山河川事務所HP

出典：「能登半島での地震・大雨を踏まえた水害・土砂災害
対策のあり方について」提言/国土交通省HP

各機関において新規取組内容を検討

赤文字：新規・拡充箇所



改定案抜粋

5（改定案１９P、２１P抜粋）



改定案抜粋
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（改定案２９P、３１P抜粋）




